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　　主　　題（2024/2025）
国 際 会 長	 :	 Sunshine & Smile「太陽の輝きと笑顔」

アジア太平洋地域会長	 :	 Make a Great Impact 「大きなインパクトを起こそう」

西 日 本 区 理 事	 :	 つなげよう地域と世界、YMCAと共に

中 部 部 長	 :	 YMCAに笑顔を。ワイズに笑顔を。そしてみんなに笑顔を

名 古 屋 ク ラ ブ 会 長	 :	 新たな人の「つながり」を求めて　ともに歩もう

2023 〜 2024　7 月号　(No929）

第　2　例　会
と　き︰ 2024年 7月 15日（月）7:00p.m.〜 8:30p.m.
ところ：Zoom
プログラム : 今期プログラムと例会の持ち方、その他
※�今期も引き続き第二例会は第1例会の翌週の月曜日に行
います

　今年古稀を迎える私にとって、ワイズメンズ

クラブ会長の役割をさせていただくことに大

きな喜びを感じています。名古屋Yメンバー

（高校生）時代、東京Yのリーダー時代、そし

て名古屋・大阪Yのスタッフ時代を通して、一貫して人の「つ

ながり」に喜び、感謝してきた日々をふりかえることができます。

私が今あるのも、その「つながり」の中でのことです。コロナ

禍は私たちに、人の「つながり」の重要性と顔の見える、息づ

かいの感じられる環境の大切さを教えてくれました。ワイズ活

動の喜び、そして皆さまが一生懸命になる原動力は、ＹＭＣＡ（青

少年）への奉仕と人の「つながり」です。

　コロナ禍の苦しい中、2年間会長を担ってくださった戸田さ

ん、理事としての役割を果たしてくれた深谷さんとキャビネッ

トに感謝しつつ、名古屋クラブの新しい旅立ちの時としたいと

思います。新しい人との出会い・交流を心から楽しみにできる

1年を、ともに歩もうではありませんか。どうぞよろしくお願

いいたします。

＊�生まれて初めて、名刺作成のために写真を撮りました。メ

ンバーの皆さまには。名刺を配ることはないと思いますの

で、ブリテン1面ではありますが、掲載させていただきました。

ご容赦ください。（笑）

会　　長　加藤明宏

副 会 長　都築正和

書 　 記　川本龍資　

会　　計　平野実郎、谷川修　
ブリテン　渡辺真悟、戸田真二、平野実郎

7 月例会プログラム

と　き：2024 年 7月 9日 (火 )7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ：	名古屋 YMCA� 　（以下敬称略）
　　　　	 司　会  戸田　真二	
開会宣言	 会　長	 戸田　真二
ワイズソング	
聖書朗読・祈祷	 　　　  中村　　隆	
プログラム：キックオフ例会
	 �年間活動報告、会長引継ぎ式、新年度

役員選出など。
ハッピーバースディ・諸報告・ニコボックス	
閉会宣言	 会　長	 加藤　明宏

食事の用意の為に“出欠の連絡”を７月５日 (金 ) ま
でに必ず川本書記までしてください。無駄な食材や出
費を出さないためにも　出欠連絡をよろしくお願いい
たします。

新たな人の「つながり」を求めて　ともに歩もう

加　藤　明　宏

クラブ出席 6月　　個人出席 イベント出席
在籍（２名功労・広義会員） 18名

氏名 第 1 第２ 氏名 第 1 第２ 氏名 第 1 第２ 西日本区大会：
加藤明宏・川口恵・河部薫・川本龍資・
塩田保・相馬静香・谷川修・都築正和
戸田真二・中井信幸・中村隆・西村清・
平野実郎・深谷聡・山川潔・渡辺真悟
加藤朱美・長井衣世 ・深谷俊子

第 1例会 15名
　　メネット 0名 小　尾 　 鈴　木 中　村 ○  

　　ゲスト・ビジター 0名 加　藤 ○ R 相　馬 ○ R 西　村 ○ R

第 2例会 9名 川　口 ○ 谷　川 ○ R 平　野 ○ R

　　メネット 0名 河　部 ○ 都　築 ○ R 深　谷 ○ 

　　ゲスト・ビジター 0名 川　本 ○ R 戸　田 ○ R 山　川 ○

メーキャップ 1名 塩　田 ○ 中　井 M 渡　辺 ○   R

出席率 100％ 〇出席　Ｒリモート出席　Ｍメーキャップ

8月号　原稿担当者

巻頭言　都築　正和　　7月第一例会レポート　川口　恵

名古屋ワイズ
ホームページ

名古屋ワイズ
FACEBOOK
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■■■   第 1 例会レポート  ■■■

　6月11日（火）山川潔ワイズの入会と第27回西日本区大

会を成功裡に終えたクラブの皆様の功労を祝し、ラスースに

て第１例会が開催されました。加藤来期会長の司会で、参加

者お一人ずつのお言葉を頂き、終始平安な時を過ごす事が出

来ました。華やかな食事が色を添え、素敵な例会となりました。

　山川潔ワイズの入会式は今回の西日本区大会前夜祭で多く

の人の前で行われましたが、名古屋クラブメンバーの殆どは

区大会の準備で出席出来ませんでしたので　山川ワイズから

再度入会の決意表明と感想を頂きました。いきなり大勢の参

加者を前にした入会式には緊張したとの事。山川ワイズ共に

歩みましょう！

　メンバーからの西日本区大会の感想では、多くの方から無

事に開催できるのか心配したが、終わってみればよくやった

とか　思い出に残る区大会であったとの言葉に胸を打たれま

した。

　川本ワイズは何回も台本の改訂版の作成で苦労をされまし

た。大会のBGMは川本・渡辺両ワイズで、今迄とはちょっ

と違ったロックテイストの曲を提供して頂きました。平野ワ

イズの　西日本区キャビネットや区大会の全ての事柄を網羅

した仕事には脱帽です。中村ワイズがスタッフとリーダーを

まとめ上げていただき、そのリーダーの働きに感謝！

� ( 深谷　聡 )

■■■  第 2 例会レポート  ■■■

と　き :2024 年 6月 17日（月）19:00 〜 20:30

ところ :Zoomリモート

1．第 27回西日本区大会　名古屋大会報告 

  　2024 年 6月 7日（金）～ 6月 8日（土）

　・�名古屋クラブ参加者　16名、メネット 3名

　・�前夜祭にて山川潔ワイズの入会式を執り行った

2. 2024-2025　7月第一例会（クラブ総会 7/9）

　・�クラブ総会資料作成担当は 7/3 までに川本書記へ

　・�クラブ総会プログラム  

　　司会：（戸田）、聖書朗読・祈祷：（中村）

　　①年間活動報告 書記：川本　 ②決算報告 会計：平野 

　　③�会計監査報告：西村 　④会長引継ぎ　新会長挨拶：加

藤　⑤協議1.事業方針 2.役員選出　3.予算案：平野　

3． 和歌山紀の川クラブ設立４０周年記念祝会　

　・�日　時：2024 年 7月 28日（日）11：30～ 15：00

　・�場　所：ホテルグランヴィア和歌山（073-425-3333）

6F宴会場　＜ JR和歌山駅西口正面＞

　・�会　費：10,000 円　・�参加者：13名　

　・�祝会終了後に紀ノ川クラブと茶話会を短時間で開催予定

※現地への行き方については今後相談する。（担当：戸田）

4．8月納涼例会について　（担当：加藤、渡辺）

　・�日　時：�8 月 27 日【名古屋クラブチャーター記念日

77周年（喜寿）例会】

　・�場　所：�サッポロビール名古屋ビール園「浩養園」：第

一候補

　　※�クラブチャーター７７周年を記念しプラスワン拡大例

会とする。詳細は追って担当より連絡。

5.　ＹＭＣＡ関連

　・�日和田学童キャンプ 第 1期 7/22 ～ 27、第 2期 7/29

～ 8/3 キッチンスタッフ募集中。

　・�日韓ユースセミナー in 名古屋： 8 月 19 日（月）～ 23

日（金）　名古屋クラブとして関わり方など調整が必要。

（担当：渡辺）

6. 2024-25 年度ワイズ中部役員体制

　・�中部部長：服部庄三　・書記：荒川恭次 ・会計：松原

行謙（以上名古屋グランパス）

　・�事業主査：Yサ：戸田真二（名古屋）地域奉仕・環境：

数澤輝夫（金沢）EMC：中江正典（名古屋東海）：国際

交流：小泉宗政（とやま）

　・�クラブ会長：金沢　山内ミハル：名古屋　加藤明宏：名

古屋東海　山村喜久：名古屋グランパス：高田士嗣　と

やま：池田通則

7. その他

　・�国際憲法の改正が承認された。（全体投票率：45.8%、

西日本区投票率：89.8%）

　・�南山ハーベストクラブより、タマネギ収穫終了し

YMCA始め多くの施設などに提供したこと、サツマイ

モの苗植え付け終了した、愛実の会への支援（タマネギ

提供済み、芋ほり体験 10 月予定）、サポート会員を継

続的に募集中である旨の報告が有った。�（都築　正和）
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新入会員紹介　山川　潔さん
　ご本人は 52歳、ご家族は奥様、次男、お嬢様の 4人でお住まいとの事。

　仕事は生損保募集人、ボランティアとして半田青色申告会会長、東浦町石浜コミュニティーふれあ

い部部長。趣味は自動車のカタログコレクター、機械いじり（メカ全般）、これから始めようとして

いるのは自転車、山歩き、筋トレ。　

モットー『人として間違えないように生きる事』

ご本人からのメッセージ『これから皆さんの『仲間』になっていきます。右も左も分かりませんが、

どうぞ仲良くしてやってください。』

西日本区大会　前夜祭レポート

錚々たるメンバーを前にしての入会式
山川さん　ワイズ入会おめでとう。宜しくね。

　西日本区大会の前夜祭は、本大会懇親会となるホテルグ

ランコート名古屋の 28階の宴会場で開催され、尾張平野を

一望する素晴

らしい景観が

楽しめました。

天気も晴れて

良かったこと

もあり、窓か

らの景色は地

元愛をくすぐ

ります。

　深谷理事の挨拶に次いで行われたのが山川ワイズの入会式

です。前夜祭で理事紹介の新入会者の入会式が行われるとい

うことで、参加者からは大きなどよめきが起こりました。理

事、大森 EMC主任立会いの下、少し緊張気味の山川さんで

したが、はっきりとした口調で、ワイズの約束事に対して誓

約を誓い、「入会します」と宣言され　晴れてワイズメンの

一員となられた瞬間でした。入会式は、全員起立で執り行う

のが一般的らしく、「起立をお願いしてやろう」と申し合い

をうけていたのにすっかり忘れてしまった私、司会者でした。

それでも“Love Know”の生演奏で盛り上がり、美味しい

食事を堪能し、最後までワイズらしい和気あいあいとした雰

囲気に終始し、翌日の本大会への期待を膨らませる一夜とな

りました。� （谷川　修）

西日本区大会レポート

　2024 年 6月 8日　名古屋市公会堂とANAクラウンプラ

ザホテルグランコートを会場に、第 27回ワイズメンズクラ

ブ国際協会西日本区大会が開催されました。今期はオール中

部でホストを務め、各地から総勢 570 名のワイズをお迎え

することができました。

　大会実行委員として準備の初期段階から携わらせていただ

き、何とか無事に大会を終わることができ、胸をなでおろし

ています。大会が成功だったか？と問われても正直、常に動

き回っていたため良く分かりません。評価は後ほどみなさま

にお聞きできればと思っています。

　大会の大きな試みとして、従来の 2日間開催を単日で開

催することで参加者の宿泊費などの経済的負担を軽減し、よ

り多くのワイズへの参加を促すことが深谷理事の意向であ

り、大会の基本コンセプトとなりました。予想を大幅に超え

る 570 名の参加があったこと、大会の格調を落とすことな

く最低必要なプログラムを実施出来たことは一定の評価につ

ながると考えます。

　私の個人的な感想としては、大会会場の名古屋市公会堂が

現在放映中の「朝ドラ」のロケ地になったのはまさかの幸運

でした。何よりも嬉しかったのは、中部のワイズが一体と

なって大会を運営できたこと、更に名古屋 YMCAの協力に

より大勢のユースリーダーがキビキビと働いてくれたことで

す。他部の大会参加者から

「名古屋のワイズと名古屋

YMCA、名古屋 Yユースは

良い関係ですね」とお声を

いただいたことが、今大会

の最大の収穫です。

� （川本　龍資）
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　会費は月額 7,000 円、年額 84,000 円です。できるだけ 6ケ月分

42,000円を7月と１月に納入してくださるようにお願いします。（3ヶ

月ずつ納入される方は７月、10月、１月、４月に納入して下さい）　

ゆうちょ銀行　記号12120　番号82306781　

なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より

会費納入

のお願い

�　「すると主は、『わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ』と
言われました。だからキリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇
りましょう」
� （コリントの信徒への手紙二１２：９節）

� 西　村　　清

　７月はワイズの新しい年度の出発の時です。そこで私た

ちが心がけたい言葉として聖句を選びました。これはパウ

ロというキリスト教をユダヤの狭い地域からいわば全世界

の宗教へと発展させた功労者の一人です。聖書の中にも、

彼が書いた書簡がいわば半分近く占めています。

　パウロは当初ユダヤ教のエリート、この国のエリート官

僚としてクリスチャンを捕らえ、牢にぶちこむという迫害

の急先鋒でした。そのような中で彼は変えられ、クリス

チャンになり、キリスト教の宣教に今まで持っていたエネ

ルギーを全力で投入します。

　しかしその絶頂の時、彼は大きな悩みを肉体の内に持っ

ていました。それが何なのかははっきりしませんが、それ

が彼にとって致命的な「傷」と」思われたのでしょう。そ

の「傷」が取り除かれるように３度（これは何度もという

意味）願います。その時、神からの答えが今月の聖句です。

　かつて「勝ち組」という言葉が流行ったことがあります。

格差社会の中で優位の立場のある人たちのことで、成功し

た人たち、競争に勝った人々を指しました。しかし旧約聖

書のコヘレトの言葉９章１１～１２節にあるように、優位

を誇った者も一瞬にして負け組になる可能性があります。

だから優位にある時こそ神の前に謙虚になるようにと勧め

ているのです。

　旧約聖書の時代に神はモーセの後継者ヨシュアに対して

「強く、雄々しくあれと、私はあなたに命じたではないか。

うろたえてはならない。おののいてはならない。あなたが

どこへ行っても、あなたの神、主があなたと共にいるから

だ。」まさにヨシュアが弱さを覚えた時に神の声かけがあっ

たのです。

　パウロが「私は、キリストの力が私をおおうために、む

しろ大いに喜んで弱さを誇る」と告白できたのは、神の愛

とキリスト・イエスにあって実現した恵みを深く知ったか

らではないでしょうか。

YMCAニュース

西日本区とリーダー

　やっと梅雨になりましたが、夏を思わせるような気温と

なってきました。夏休みのキャンプの申し込みは好調で、

ほとんど埋まってきています。多くのリーダーたちが参加

希望を出してくれていて頼もしい限りです。リーダーたち

は6月8日に行われた「ワイズメンがクラブ西日本区大会」

に前日準備や当日にもお手伝いをしてくれました。西日本

区のワイズメンの方々からお褒めの言葉を多くいただきま

した。いつも日和田キャンプ場や名古屋 YMCAで会って

プログラムのサポートをしていただいていることは知って

いますが、違った面からワイズメンの「すごさ」「すばら

しさ」を感じ、こんなにも多くのワイズメンに自分たちの

活動が支えられていることが分かった良い機会だったと思

います。リーダーとワイズメンの距離が一層縮まり、今年

の夏のキャンプが安全に、実りあるものとなると確信でき

た西日本区大会でした。� （中井信幸）

メネット
  9 日　川本清見さん

メン
16 日　小尾雅彦さん


